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町
立
大
川
保
育
所
は
園
舎
の
建
て
替
え
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
か
ら
私
立
保
育
所
と
し
て
開

園
す
る
予
定
で
す
。
運
営
は
、
社
会
福
祉
法
人

相
和
会（
苅
田
町
・
白
川
保
育
園
及
び
行
橋
市
・

行
事
保
育
園
経
営
）
で
、
施
設
設
計
及
び
建
設
な

ど
を
同
法
人
が
行
い
ま
す
。

●
保
育
所
の
概
要

　

▽
設
置
場
所　

粕
屋
町
大
字
戸
原
３
ー
１

　

▽
定
員　

１
８
０
名（
０
歳
児
〜
５
歳
児
）

　

▽
園
舎
構
造　

鉄
骨
造
２
階
建

●
特
別
保
育
事
業
の
実
施
予
定

　

▽
乳
児
保
育（
０
歳
児
保
育
）

　

▽
延
長
保
育

　

▽
一
時
保
育

　

▽
地
域
子
育
て
支
援
事
業

●
申
込
み
に
つ
い
て　

他
の
認
可
保
育
所
と
同

じ
く
町
が
受
付
窓
口
に
な
り
ま
す
。
受
付
時

期
に
つ
い
て
は「
広
報
か
す
や
12
月
号
」
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
保
育
所
建
て
替
え
は
、
福
岡
県
子
育
て

応
援
基
金(

安
心
子
ど
も
基
金)

の
平
成
22
年
度

福
岡
県
保
育
所
等
整
備
事
業
に
よ
り
補
助
を
受

け
て
建
設
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
整
備
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
及
び
待
機
児
童
の
大

幅
な
減
少
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
設
さ
れ

る
と
、
認
可
保
育
所
は
、
町
立
保
育
所
３
園
、

私
立
保
育
所
３
園
の
計
６
園（
合
計
定
員
７
９
０

名
）
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
子
ど
も
未
来
課

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
４
３
１

そ
う
わ
か
い

大川保育所
が

　　　　う
まれ変わり

ます !!大川保育所
が

　　　　う
まれ変わり

ます !!
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歳入 歳出 

一 般 会 計  

特 別 会 計  歳 入 総 額  

歳 出 総 額  

歳入歳出差引 

翌年度繰越財源 
 

実質収支 
（翌年度純繰越金） 

115億7,276万円 

109億1,965万円 

6億5,311万円 

2,822万円 

6億2,489万円 

114億4,055万円 

26億　 44万円 

平成21年度 一般会計 

後期高齢者
医　　　療

介護保険 
流域関連公共 
下水道事業  

住宅新築資金 
等貸付事業  

 

国民健康 
保　　険 

老人保健 

※決算内訳及び分類は、決算統計に用いた数字です。 
※端数処理のため、合計が合わない場合があります。 

H21決算額 

106億5,909万円 

101億5,582万円 

5億　327万円 

3,341万円 

4億6,986万円 

122億5,102万円 

26億6,403万円 

9億1,367万円 

7億6,383万円 

1億4,984万円 

△519万円 

1億5,503万円 

△8億1,047万円 

△6,359万円 

8.6 

7.5 

29.8 

△15.5 

33.0 

△6.6 

△2.4 

H20決算額 増減額 増減率(%) 

109億1,965万円 115億7,276万円 

決　算 報　告 

　

平
成
21
年
度
の
決
算
が
、
平
成
22
年
９
月
定
例
議

会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
９
月
21
日
の
本
会
議
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

平
成
21
年
度
は
、
「
第
４
次
粕
屋
町
総
合
計
画
」

の
第
4
年
次
で
あ
り
、
継
続
事
業
の
都
市
計
画
道
路

千
代
・
粕
屋
線
街
路
事
業
、
粕
屋
東
中
学
校
の
大
規

模
改
造
第
5
期
工
事
、
粕
屋
西
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
室
の
建
設
、
学
校
等
耐
震
診
断
、
第
6
分

団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
買
い
替
え
な
ど
、
安
心
安

全
な
住
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
私

立
保
育
所
「
ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み
愛
児
園
」
の
運
営
委
託

の
開
始
、
子
育
て
家
族
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、
乳
幼
児
医
療
や
妊
婦

健
診
の
拡
充
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
開
設
な

ど
、
子
育
て
支
援
や
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指

導
事
業
な
ど
子
ど
も
と
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。 

　

そ
の
ほ
か
、
電
子
自
治
体
構
築
事
業
の
一
部
稼
働

に
こ
ぎ
つ
け
、「
第
3
次
粕
屋
町
国
土
利
用
計
画
」 「
粕

屋
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」 「
粕
屋
町
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
」の
作
成
業
務
を
行
い
ま
し
た
。 

歳入総額 

歳出総額 

歳入歳出 
差　引 

34億3,032万円 

34億6,277万円 

△3,245万円 

4,827万円

4,605万円

222万円

3億4,861万円

3億3,347万円

1,514万円

15億4,077万円

14億9,794万円

4,283万円

879万円

668万円

211万円

18億7,002万円

16億  450万円

2億6,552万円

※ 国民健康保険特別会計の歳入歳出差引不足額は、翌年度繰上充用金を充てる。 
※ 介護保険は、保険事業勘定と介護サービス勘定の合計。 
 

地方債残高 

基金残高 

109億1千965万円の主な使いみち 

◆ 総務費
　  防犯対策費……………………………… 1,301万円
　  住居表示費………………………………… 658万円
　  地域情報化推進事業費………………… 6,254万円
　  電子自治体構築事業費………………… 4,551万円
　  定額給付金給付事業費……………… 6億　715万円
◆ 民生費
　  介護保険特別会計への繰出金……… 2億6,867万円
　  国民健康保険会計への繰出金……… 3億3,129万円
　  後期高齢者医療療養給付費負担金… 2億　576万円
　  児童手当給付費……………………… 4億7,935万円
　  障害児者福祉費……………………… 3億1,387万円
　  保育所運営費（町立４園、民営2園）
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億3,530万円
　  乳幼児医療費………………………… 1億2,149万円
◆ 衛生費
　  須恵町外二ヶ町清掃組合への負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………… 7億5,406万円
　  ごみ収集等委託料…………………… 2億1,036万円
◆ 農林水産業・商工費
　  農地治水費……………………………… 2,730万円
　  中小企業融資預託金…………………… 2,000万円
◆ 土木費
　  道路改良事業費………………………… 6,617万円
　  千代・粕屋線街路建設費…………… 1億2,085万円
　  交通安全施設整備事業費……………… 2,844万円
　  下水道事業特別会計への繰出金…… 5億7,358万円
　  駕与丁公園管理費……………………… 5,161万円
◆ 消防費
　  粕屋南部消防組合への負担金……… 3億2,418万円
　  消防自動車購入費……………………… 1,532万円
◆ 教育費
　  学童保育費……………………………… 7,245万円
　  粕屋東中学校大規模改造事業費…… 1億　130万円
　  生涯学習センター運営費……………… 9,318万円
　  図書館運営費…………………………… 9,500万円
　  総合体育館運営費…………………… 1億3,257万円
◆ 災害復旧費　
　  災害復旧費……………………………… 3,238万円
◆ 公債費
　  公債費……………………………… 16億2,537万円

繰越金 
使用料及び手数料 
諸収入 
財産収入 
分担金及び負担金 
寄附金 

5億327万円（4.3％） 
2億5,238万円（2.2％） 
1億5,207万円（1.3％） 
2,706万円（0.2％） 

2億3,778万円（2.1％） 
28万円（0.0%）  

 

地方特例交付金 
地方譲与税 
自動車取得税交付金 
地方消費税交付金 
利子割交付金 
交通安全対策特別交付金 
その他交付金 
 

7,852万円（0.7％） 
1億604万円（0.9％） 
3,762万円（0.3％） 

3億9,663万円（3.4％） 
1,900万円（0.2％） 
1,179万円（0.1％） 
859万円（0.1％） 

自主財源
69億9,312万円
（60.4％）

自主財源
69億9,312万円
（60.4％）

町　税
57億1,149万円
（49.4％）

町　税
57億1,149万円
（49.4％）

繰入金
1億879万円
（0.9％）

繰入金
1億879万円
（0.9％）

その他
11億7,284万円
（10.1％）

その他
11億7,284万円
（10.1％）

歳　入 

町　債
6億1,476万円
（5.3％）

町　債
6億1,476万円
（5.3％）

国県支出金
20億3,944万円
（17.6％）

国県支出金
20億3,944万円
（17.6％）

地方交付税
12億6,725万円
（11.0％）

地方交付税
12億6,725万円
（11.0％）

その他
6億5,819万円
（5.7％）

その他
6億5,819万円
（5.7％）

依存財源
45億7,964万円
（39.6％）

依存財源
45億7,964万円
（39.6％）

その他
 31億7,101万円
（29.0％）

その他
 31億7,101万円
（29.0％）

消費的経費 
71億1,106万円
（65.1％）

消費的経費 
71億1,106万円
（65.1％）

人件費
17億4,699万円
（16.0％）

人件費
17億4,699万円
（16.0％）

物件費
18億924万円
（16.6％）

物件費
18億924万円
（16.6％）

補助費等
20億8,023万円
（19.1％）

補助費等
20億8,023万円
（19.1％）

扶助費
13億9,156万円
（12.7％）

扶助費
13億9,156万円
（12.7％）

災害復旧事業費
3,283万円
（0.3％）

災害復旧事業費
3,283万円
（0.3％）

維持補修費 
8,304万円 
（0.8％） 

投資・出資金及び貸付金
6,951万円
（0.6%）

投資・出資金及び貸付金
6,951万円
（0.6%）

積立金
897万円
（0.1%）

積立金
897万円
（0.1%）

普通建設事業費
6億475万円
（5.5％）

普通建設事業費
6億475万円
（5.5％）

歳　出 
公債費

16億2,537万円
（14.9％）

公債費
16億2,537万円
（14.9％）

繰出金
14億6,716万円
（13.4％）

繰出金
14億6,716万円
（13.4％）

投資的経費
6億3,758万円
（5.8％）

投資的経費
6億3,758万円
（5.8％）

電子自治体構築に向けての研修会 

第６分団消防自動車購入 

粕屋西小学校放課後児童クラブ室 
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春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
付
で

発
表
さ
れ
、
粕
屋
町
か
ら
小
池

弘
輔
さ
ん（
81
歳
）
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

　

小
池
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
か

ら
33
年
間
、
福
岡
県
に
奉
職
さ

れ
、
そ
の
後
平
成
７
年
か
ら
平

成
19
年
ま
で
の
３
期
12
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
粕
屋
町
長
を
勤

め
ら
れ
、
豊
富
な
経
験
と
卓
抜

な
る
識
見
を
持
っ
て
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

「
旭
日
雙
光
章
」
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。 

小
池
弘
輔
さ
ん（
原
町
区
）
が 

「
旭
日
雙
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た 

　

元
粕
屋
町
議
会
議
員
な
ど

を
歴
任
し
て
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
安
河
内
進
さ

ん（
88
歳
）
が
こ
の
ほ
ど
高
齢

者
叙
勲
の
旭
日
単
光
章（
地
方

自
治
功
労
）
を
受
章
さ
れ
、
９

月
30
日（
木
）、
粕
屋
町
役
場

町
長
室
で
篠
﨑
町
長
か
ら
伝

達
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

高
齢
者
叙
勲
は
、
公
共
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
各
界
の
功
労

者
の
う
ち
、
春
秋
叙
勲
で
勲
章

を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
方
で
88

安
河
内
進
さ
ん（
酒
殿
区
）に
高
齢
者
叙
勲 

「
旭
日
単
光
章
」
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た 

社会教育委員の会副会長の　　　　　　　 
案浦龍己さん（酒殿区）が　　　 

表彰されました 

歳
に
達
し
た
方

に
授
与
さ
れ
ま

す
。 

　

安
河
内
さ
ん

は
、
昭
和
48
年

４
月
粕
屋
町
議

会
議
員
に
初
当

選
、
以
来
平
成

元
年
ま
で
の
間
、

町
議
会
議
長
を

含
み
４
期
16
年

の
永
き
に
わ
た

り
在
職
さ
れ
、

環
境
・
都
市
計
画
及
び
高
齢

者
福
祉
な
ど
町
政
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
、
そ
の
間
の
地
方

自
治
振
興
へ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
平
成
22
年
８
月
１
日

付
で「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。 

　

篠
﨑
町
長
は
、「
受
章
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
後
進
の
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
受
章
を
た
た
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　多年にわたり、社会教育活動に尽力された社会教育委員に対す

る表彰式が、９月10日（金）県立社会教育総合センターで行われ、

平成12年６月から、社会教育委員として活動いただいています

案浦龍己さん（酒殿区）に、福岡県社会教育委員連絡協議会会長

から表彰状を授与されました。 
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粕
屋
町
の
新
し
い
人
権
擁
護
委
員

に
高
栁
あ
け
み
さ
ん（
長
者
原
上
区
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　

前
任
者
の
八
尋
須
惠
子
さ
ん
が
退

任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
後
任
と
し
て

10
月
１
日
、
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
町

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

高
栁
あ
け
み
さ
ん
が

　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

高
栁
あ
け
み
さ
ん
が

　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

の
人
権
に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。　
 

　

主
な
活
動
は
、
福
岡
法
務
局（
常

設
）
や
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
相
談
を
受
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

人
権
啓
発
に
つ
い
て
も「
人
権
の
花
」

運
動
や
街
頭
啓
発
、
講
演
な
ど
を
行

っ
て
あ
り
ま
す
。 

　

当
町
で
は
、
年
６
回
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る「
特
設
人
権
相
談
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　

家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
差
別
の
問
題
な
ど

非
常
に
幅
の
広
い
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手

続
も
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。 

　〈
次
回
の
特
設
人
権
相
談
〉 

●
日
時　

12
月
７
日（
火
） 

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

●
人
権
擁
護
委
員 

　
　

森　

紘
さ
ん 

　
　

澤
田
初
美
さ
ん 

　
　

岩
田
敏
之
さ
ん 

　
　

伴　

久
子
さ
ん 

　
　

高
栁
あ
け
み
さ
ん 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課　

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
２
３ 

第53回福岡県民体育大会ソフトボール競技一般男子の部粕屋町チーム

第53回福岡県民体育大会ソフトボール競技一般男子の部粕屋町チーム
優 勝優 勝

　

９
月
19
日（
日
）、
大
川
市
の

筑
後
川
総
合
運
動
公
園
に
お
い

て
福
岡
県
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
、
糟

屋
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
た
粕

屋
町
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
暑
い
日
で
し
た

が
、
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
プ
レ

ー
が
続
出
し
、
大
会
は
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
連
覇
に
む
け
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
５
日（
日
）、
第
34
回
粕
屋
町

少
年
剣
道
大
会
が
粕
屋
中
央
小
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
３
剣
友

会
の
少
年
少
女
剣
士
約
１
１
０
人
が

参
加
し
、
学
年
別
個
人
戦
と
剣
友
会

対
抗
団
体
戦
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、
１
チ
ー
ム
７
人
制

（
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
）
に
よ

る
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
粕
屋
西
剣
友
会
が
12
年
連

続
15
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

粕
屋
西
剣
友
会 

12
連
覇

粕
屋
西
剣
友
会 

12
連
覇

粕
屋
町
少
年
剣
道
大
会

粕
屋
町
少
年
剣
道
大
会

中
学
生
キ
ャ
プ
テ
ン
の
鹿
嶋
く
ん

（
粕
屋
東
中
３
年
）
は「
中
学
生
と
し

て
最
後
の
大
会
で
、
チ
ー
ム
と
し
て

連
続
優
勝
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
優
勝
の
喜
び

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
団
体
の
部

　

優
勝　

粕
屋
西
剣
友
会

　

２
位　

仲
原
剣
友
会

　

３
位　

大
川
少
年
剣
友
会

優勝を喜ぶ粕屋西剣友会のみなさん 

小学４年生 

小学５年生 

小学６年生 

中学１年生 

中学２年生 

中学３年生 

高校生 

小学３年生 
以下 

優　勝 ２　位 ３　位 ３　位 
酒井麻実 
（粕屋西） 

納富竜司 
（粕屋西） 

本村尚登 
（大川） 

熊　勇一郎 
（大川） 

岩田卓巳 
（粕屋西） 

新開樹里 
（大川） 

鹿嶋友貴 
（粕屋西） 

田中健太 
（仲原） 

熊　晃佑 
（大川） 

緑川慎之助 
（仲原） 

牟田隼人 
（粕屋西） 

長　虎太郎 
（大川） 

平野大輔 
（大川） 

八木賢太郎 
（大川） 

安河内亮平 
（仲原） 

竹之内徹耶 
（粕屋西） 

木下茉夏 
（大川） 

嶋　智成 
（大川） 

小西歩華 
（大川） 

木下菜々 
（大川） 

新城勇斗 
（仲原） 

沓脱拓郎 
（仲原） 

村上夏海 
（仲原） 

原田将伍 
（仲原） 

日下大輔 
（仲原） 

黒瀬丈創 
（大川） 

新城里奈 
（仲原） 

古館浩澄 
（仲原） 

納富友堂 
（粕屋西） 

安河内政弘 
（仲原） 

山口央恵 
（大川） 

松元大志 
（仲原） 

　このコーナーでは、あなたの 
まわりの身近な出来事や話題を 
待っています。 
　電話で結構です。粕屋町協働 
のまちづくり課まで。 

●個人の部 
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「
ご
長
寿

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
ご
長
寿

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

長
寿
者
訪
問

長
寿
者
訪
問

八尋壽鶴代さん 

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
９
月

20
日（
月
・
祝
）に
、篠
﨑
町
長
・

西
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

及
び
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

の
藤
井
副
所
長
が
今
年
度
百

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
、
渡

辺
副
町
長
・
浦
元
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
が
百
一
歳
以
上

の
長
寿
者
の
方
を
訪
問
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　

皆
さ
ん
大
変
お
元
気
で
、

お
祝
い
の
言
葉
に
、
笑
顔
で

「
あ
り
が
と
う
」
と
応
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

百
歳
の
方
に
は
、
総
理
大

臣
か
ら
銀
杯
と
お
祝
い
状
、

福
岡
県
知
事
か
ら
は
記
念
品

と
お
祝
い
状
、
町
と
社
協
か

ら
敬
老
祝
金
が
、
百
一
歳
以
上

の
方
に
は
福
岡
県
知
事
か
ら

記
念
品
と
お
祝
い
状
、
町
と

社
協
か
ら
敬
老
祝
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　

町
内
で
今
年
度
百
歳
以
上

の
方
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
お

過
ご
し
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

 
○
百
歳 

　

竹
田
モ
ゝ
ヱ
さ
ん（
江
辻
） 

　

古
賀
ノ
ブ
ヱ
さ
ん（
花
ヶ
浦
） 

　

八
尋
壽
鶴
代
さ
ん（
大
隈
） 

　

鶴
田
ヤ
ソ
さ
ん（
長
者
原
上
） 

○
百
一
歳 

　

山
田
重
兵
衛
さ
ん（
原
町
） 

　

中
囿
シ
カ
ノ
さ
ん（
乙
仲
原
西
） 

　

西
村
利
記
さ
ん（
江
辻
） 

○
百
二
歳 

　

渡
邉
三
郎
さ
ん（
駕
輿
丁
） 

○
百
三
歳 

　

一
鬼
キ
ヨ
ノ
さ
ん（
乙
仲
原
東
） 

○
百
四
歳 
　

高
木
ト
シ
ノ
さ
ん（
戸
原
） 
　

大
井
手
フ
ミ
さ
ん（
柚
須
） 

　

永
田　

二
さ
ん（
若
宮
） 

 

古賀ノブヱさん 

山田重兵衛さん 鶴田ヤソさん 

渡邉三郎さん 

　永田　二さん 大井手フミさん（写真左）　高木トシノさん（写真右） 
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給水量 
383.9万㎥ 

　

平
成
21
年
度
末
の
水
道
給
水
人
口

は
４
１
，２
１
５
人
で
前
年
度
よ
り

１
，２
５
７
人
増
加
し
、
水
道
普
及

率
は
９
６
．８
％
と
な
り
ま
し
た
。 

　

主
な
建
設
工
事
は
、
配
水
管
改
良

工
事
、
浄
水
場
水
質
計
器
更
新
工
事

な
ど
を
実
施
し
、
配
水
能
力
や
水
質

管
理
の
向
上
を
行
い
ま
し
た
。 

　

経
理
面
で
は
、
収
益
的
収
支
で

６
，３
４
６
，８
２
１
円
の
純
損
失
を

計
上
し
、
資
本
的
収
支
で
３
８
１
，
 

５
３
３
，４
５
４
円
の
資
金
不
足
が

生
じ
ま
し
た
。
こ
の
不
足
額
に
つ
い

て
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
や
建
設

改
良
積
立
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。 

収益的収支の状況　（消費税除く） 

給　水　実　績 

給　水　量 

3,839,203㎥ 

無収水量 

有収水量 

有効給水量 
の内訳 

前年度 

97.1% 

前年度 

95.3% 

有効率 

97.2% 

有収率 

95.4% 

有効給水量 

3,730,698㎥ 

68,088㎥ 

3,662,610㎥ 

営 業 収 益 

(内 給 水 収 益) 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 

収益的収入　計 

営 業 費 用 

営 業 外 費 用 

特 別 損 失 

収益的支出　計 

当年度純損失 

778,346,355  

(725,047,655) 

9,638,539  

0  

787,984,894  

718,811,660  

74,973,795  

546,260  

794,331,715  

△6,346,821  

項　　目 金　額　（円） 

金　額　（円） 

資本的収支の状況　（消費税含む） 

工 事 負 担 金 

資本的収入　計 

建 設 改 良 費 

企業債償還金 

資本的支出　計 

不 足 額 

599,970  

599,970  

282,842,606  

99,290,818  

382,133,424  

381,533,454  

項　　目 

須恵町分水 
18.8万㎥ 
4.9％ 

給水原価 
 
供給単価 
　（売価） 

215.16円 
 
 

197.96円 

水道料金の原価と売価 
（１㎥当たり） 

平
成
21
年
度 

粕
屋
町
水
道
事
業
決
算
状
況

平
成
21
年
度 

粕
屋
町
水
道
事
業
決
算
状
況

【給水量の内訳】 

企業団受水
165.0万㎥
43.0％

企業団受水
165.0万㎥
43.0％

自己水源
200.1万㎥
52.1％

自己水源
200.1万㎥
52.1％

貸 借 対 照 表  
（平成22年3月31日現在） 

科　　目 金　　額 

資産合計 負債資本合計 

科　　目 金　　額 （円） （円） 
　　　　　　　　（資産の部） 
　固定資産  
 　　土地  
 　　建物  
 　　構築物  
 　　その他  
　流動資産  
　　  現金預金  
　　  未収金  
　　  貯蔵品  
　繰延勘定  

 
4,798,766,183 
220,652,343 
119,459,944 

3,745,398,509 
713,255,387 

1,087,858,210 
1,011,919,430 
74,037,590 
1,901,190 
14,490,000 

　 
　 
　 
　 
　 

　5,901,114,393 
 

　　　　　　　　 （負債の部） 
　修繕引当金 
　未払金 
　前受金 
　預り金 
　（負債の部合計）  
　　　　　　　　 （資本の部） 
　自己資本金  
　借入資本金  
　剰余金  
　　資本剰余金 
　　減債積立金 
　　利益積立金 
　　建設改良積立金 
　　未処分利益剰余金 
　　（資本の部合計） 

 
35,000,000 
114,422,238 

874,088 
300,000 

150,596,326 
　 

1,209,585,067 
2,100,537,666 
2,440,395,334 
1,837,260,640 
73,000,000 
106,000,000 
316,000,000 
108,134,694 

5,750,518,067 
5,901,114,393 
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ま
な
ざ 

　
　
　
　
　

 

ま
な
ざ 

   

こ 

 　

 

あ
ふ 

と 

つ
な 

研修期間　８月19日（木）～８月22日（日）研修期間　８月19日（木）～８月22日（日）

粕屋町 ときめき・体験粕屋町 ときめき・体験 2010 in 種子島2010 in 種子島

　

  
  

１
日
目　

８
月
19
日（
木
） 

　

  

　

午
前
７
時
15
分
、
４
日
分
の
荷

物
を
持
っ
て
全
員
集
合
し
、
出
発

式
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

か
ら
見
送
ら
れ
る
中
、
粕
屋
町
を

貸
切
バ
ス
３
台
、
総
勢
１
０
５
名

で
出
発
し
ま
し
た
。 

　

福
岡
か
ら
鹿
児
島
ま
で
４
時
間

30
分
の
長
旅
も
何
の
そ
の
、
ス
タ

ッ
フ
の
準
備
し
て
い
た
バ
ス
レ
ク

で
気
分
は
最
高
潮
。
あ
っ
と
い
う

間
の
移
動
に
な
り
ま
し
た
。 

　

午
後
１
時
発
の
高
速
船
に
乗
り

込
み
、
い
ざ
種
子
島
へ
。 

　

や
っ
て
き
ま
し
た
種
子
島
。
バ

ス
で
す
ぐ
に
鉄
砲
館
へ
向
か
い
ま

し
た
。
鉄
砲
伝
来
の
歴
史
や
文
化

に
触
れ
、
種
子
島
を
訪
れ
た
実
感

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
の

眼
差
し
は
真
剣
そ
の
も
の
。 

　

宿
舎
に
到
着
。
３
日
間
過
ご
す

ホ
テ
ル
に
み
ん
な
の
テ
ン
シ
ョ
ン

は
上
り
ま
し
た
。
温
泉
ホ
テ
ル
が

魅
力
的
で
す
。
こ
こ
で
多
く
の
友

達
と
色
々
な
こ
と
を
話
す
の
で
し

ょ
う
ね
・
・
。 

　

 

午
後
７
時
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
移
動
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
走
り
ま

く
り
。
花
火
も
し
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
よ
。　

 

　

  

　

２
日
目　

８
月
20
日（
金
） 

　

 　

 

　

今
日
は
今
回
の
研
修
の
目
玉
で
あ

る
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
見
学
と
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
の
二
本
立
て
で
す
。 

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
は
、
地
元
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
さ
ん
の
指
示
の
も
と

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
カ

ヤ
ッ
ク
が
割
り
当
て
ら
れ
、
海
に
で

る
注
意
事
項
か
ら
使
用
方
法
の
説
明

に
始
ま
り
、
み
ん
な
は
真
剣
な
眼
差

し
で
す
。
救
命
胴
衣
を
つ
け
、
い
ざ

海
へ
。
海
に
で
る
と
、
最
初
は
怖
が

っ
て
い
た
団
員
た
ち
も
、
そ
の
楽
し

さ
に
触
れ
、
し
っ
か
り
漕
げ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
無
邪
気

な
声
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ
、
あ

っ
と
い
う
間
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宇
宙
科
学

技
術
館
を
各
班
で
フ
リ
ー
見
学
で
き

る
時
間
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ガ
イ
ド
の
方

と
巡
る
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

発
射
台
を
目
の
前
に
し
、
こ
こ
か

ら
宇
宙
に
向
け
て
飛
び
立
つ
ん
だ
と

空
を
見
上
げ
、
み
ん
な
は
宇
宙
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
設
備
が
す
ご
か
っ
た

で
す
。
警
備
は
厳
重
で
、
見
学
ツ
ア

ー
の
バ
ス
で
さ
え
何
か
所
も
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
ん
な
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
た
な
ん

て
大
変
貴
重
で
す
。
今
後
、
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
と
、
み
ん
な
は

き
っ
と
思
い
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
・
・

「
あ
そ
こ
、
見
た
よ
」
っ
て
。 

　

こ
の
日
は
み
ん
な
疲
れ
た
よ
う
で

す
ぐ
寝
た
よ
う
で
し
た
。
い
や
、
寝

て
く
だ
さ
い
。
明
日
は
海
水
浴
が
待

っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
疲
れ
を
と

っ
て
く
れ
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
・
・
。

が
、
み
ん
な
の
話
は
つ
き
な
い
よ
う

で
し
た
。 

　

  

　

３
日
目　

８
月
21
日（
土
） 

　

  

　

今
日
は
、
熊
野
海
岸
で
地
引
網
体

験
で
す
。
前
日
か
ら
準
備
し
て
い
た

網
を
み
ん
な
で
協
力
し
て
引
っ
張
っ

て
、
囲
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
は

男
の
子
の
腕
の
見
せ
所
で
、
と
て
も

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
浜
辺
に
響
く

み
ん
な
の
掛
け
声
は
と
っ
て
も
大
き

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
網
を
上
げ

終
わ
る
と
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が…

た
く
さ
ん
の
魚
が
獲
れ
た
の
も
嬉
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
ウ
ミ
ガ

メ
が
網
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
の
で

し
た
。
初
め
て
見
る
ウ
ミ
ガ
メ
に
み

ん
な
は
大
興
奮
。
ウ
ミ
ガ
メ
も
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
、

す
ぐ
に
海
に
は
帰
ら
ず
、
近
く
に
い

て
く
れ
ま
し
た
。 

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
訪
問
と
た
く
さ
ん
の

魚
た
ち
、
大
自
然
の
中
で
触
れ
あ
え

た
体
験
は
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。 

　

一
面
に
広
が
る
青
い
海
。
団
員
た

ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
早
く
も
子
ど
も

た
ち
の
テ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
い
け

な
く
な
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た

が
・
・
午
後
か
ら
は
海
水
浴
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。「
千
倉
の
岩
屋
」
と
い
う

洞
窟
探
検
や
ス
イ
カ
割
り
も
行
い
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
海
水
浴
で
し
た
。

心
配
さ
れ
た
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
る
団

員
も
一
人
も
出
ず
、
無
事
に
研
修
を

終
え
ま
し
た
。
も
っ
と
泳
ぎ
た
か
っ

た
な
・
・
・
。 

　

宿
舎
に
戻
り
、
夕
食
を
済
ま
せ
る

と
、
事
前
研
修
か
ら
ず
っ
と
各
班
で

練
習
し
て
き
た
出
し
物
の
発
表「
ま

つ
り
」
の
は
じ
ま
り
で
す
。
コ
ン
ト

や
手
品
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
ど
の
班
も

趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
ば
か
り
で
、

審
査
員
は
採
点
に
大
苦
戦
で
し
た
。

最
後
は
ス
タ
ッ
フ
の
出
し
物
も
あ
り
、

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
班
長
さ
ん

た
ち
の
セ
ー
ラ
ー
服
姿
、
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
・
・
。
会
場
は
爆
笑
と
歓
喜

の
渦
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
種
子
島
最

後
の
夜
は
こ
う
し
て
更
け
て
い
き
ま

し
た
。 

　

  

　

４
日
目　

８
月
22
日（
日
） 

　

  

　

い
よ
い
よ
最
終
日
。
３
日
間
お
世

話
に
な
っ
た
宿
舎
に
別
れ
を
告
げ
て
、

バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。 

　

お
土
産
物
店
で
買
い
物
を
し
、
種

子
島
で
最
後
の
思
い
出
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。
午
前
11
時
５
分
発
の
高
速

船
に
乗
り
込
む
と
、
種
子
島
を
離
れ

る
さ
み
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。
よ
ほ
ど
疲
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
一
時
間
半
の
船
の
旅
を
満
喫
す

る
ど
こ
ろ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
団
員
が

寝
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

　

鹿
児
島
港
へ
到
着
し
、
い
よ
い
よ

福
岡
に
向
け
て
出
発
。
４
日
ぶ
り
に

家
族
に
会
え
る
の
は
嬉
し
い
け
ど
、

み
ん
な
と
離
れ
る
の
は
さ
み
し
い
な
。

鹿
児
島
か
ら
の
バ
ス
の
中
、
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
歌

は
粕
屋
町
に
近
づ
く
ま
で
続
い
て
い

ま
し
た
。
み
ん
な
と
ず
っ
と
一
緒
に

い
た
い
よ
・
・
。 

　

１
時
間
遅
れ
で
始
ま
っ
た
帰
着
式
。

副
班
長
に
よ
る
人
員
報
告
も
ば
っ
ち

り
決
ま
り
、
一
回
り
も
二
回
り
も
大

き
く
な
っ
た
団
員
の
姿
を
感
じ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
曲
の「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
」
を
歌
い
、
４
日
間
の
色
々
な
こ

と
が
込
み
上
げ
、
思
わ
ず
目
に
涙
を

浮
か
べ
て
い
る
団
員
も
・
・
。
団
長

は
号
泣
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人

と
が
っ
ち
り
握
手
を
交
わ
し
、
４
日

間
の
頑
張
り
を
称
え
る
と
も
に
、
今

後
の
粕
屋
町
で
の
繋
が
り
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。 

　

３
泊
４
日
と
い
う
短
い
研
修
で
し

た
が
、
親
元
を
離
れ
、
新
し
い
友
達

と
の
出
会
い
、
そ
し
て
先
生
と
は
違

う
、
年
上
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
、
友
情
の
大
切
さ
・
人
の

温
か
さ
な
ど
多
く
の
こ
と
を
感
じ
と

っ
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
粕
屋

町
を
飛
び
出
し
、
種
子
島
と
い
う
す

ば
ら
し
い
地
で
体
験
し
た
こ
と
は
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
研
修
と
な
り
ま
し

た
。 

　

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
な
ど
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど

か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証

明
書（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
の

際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

を
行
う
ま
で
た
い
せ
つ
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。 

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
た
お
問
い
合
わ
せ
先
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570（05）1165又は東福岡年金事務所 ☎（651）7129 
　　　　　　　粕屋町総合窓口課 ☎（938）2311 内線419 
　　　　　　　控除証明書専用ダイヤル ☎0570（070）117 

退職予定の皆さまへ 保険料の申請免除の手続には 
　　　　　　次の書類が必要です。 
●年金手帳、又は基礎年金番号通知書 
●認印 
●雇用保険受給資格者証、又は雇用保険被保 
　険者離職票 
※「所得証明書」が別途必要となる場合があります。 

※連帯納付義務者である世帯主や配偶者

の所得額が一定以上の場合は、保険料

の申請免除が受けられない場合もあり

ます。

　失業を理由とする国民年金保険料

の免除制度があります。退職後、失

業のため国民年金保険料の納付が困

難な方には保険料の申請免除の制度

が設けられています。（失業の理由

は問いません） 

　保険料の免除は、粕屋町の国民年金担当窓

口に申請が必要となりますので、国民年金の

加入手続の際に併せてご相談ください。 

　保険料の免除・納付猶予・納付特例を受けた期間の保険料を追納す
る場合、10年前までさかのぼって保険料を納めることができます。た
だし、３年目以降から当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上
乗せされます。追納すると、年金額は通常に納付したのと同じになり
ます。 
　未納期間については、２年前までさかのぼって保険料を納められます。 

追納しましょう 

国民年金保険料を年末調整や確定申告
する際「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」などの添付や提出が必要
です。 
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ぞうきん

温室効果ガス・CO2を減らすためには温室効果ガス・CO2を減らすためには

　2008年7年に行われた北海道洞爺湖サミット

で、2050年までに世界全体の温室効果ガス排

出量を50％削減するという目標が決まり、その

ために各国が努力しています。 

　2020年までに温室効果ガス排出量を1990

年比で25％削減するという目標が決まり、今後

そのための具体的な施策が考えられます。 

世界では 日本では

わたしたちもCO2を減らそう。わたしたちもCO2を減らそう。

使い方を見直せば、CO2が減らせます。 

めざせ１日１人－１㎏（1,000ｇ）めざせ１日１人－１㎏（1,000ｇ）
（これだけして▲1,002ｇ） 

・1つの部屋で家族みんなで団らんする  －－－－－－－－－－－－－－－ ▲464ｇ 

・暖房の設定温度は20℃にする 

　（外気温度6℃の時、設定温度21℃を20℃に1℃下げた場合）  －－－－ ▲48ｇ 

・ちょうどよい大きさのホットカーペットを使う 

　（１日５時間設定を「中」で３畳用を２畳用にした場合）  －－－－－－－－ ▲81ｇ 

・ほうき、モップ、雑巾などを活用して、掃除機を使わない  －－－－－－ ▲69ｇ 

・シャワーの使用時間を１分間短くする　－－－－－－－－－－－－－－－ ▲74ｇ 

・ドライヤーの使用時間を５分間短くする　－－－－－－－－－－－－－－ ▲39ｇ 

・マイバックを携帯して、省包装の野菜などを選ぶ　－－－－－－－－－－ ▲62ｇ 

・煮物をする時は、落としぶたをする  －－－－－－－－－－－－－－－－ ▲49ｇ 

・お湯をつかわない（食器洗いを、水で１日１０分間行った場合）　－－－－ ▲116ｇ 

●問い合わせ　粕屋町環境生活課　☎９３８－２３１１ 内線４９２ 

　環境家計簿とは、家庭での電気・ガス・水道・灯油・ガソリンなどの使用料や支出額を集計して、

二酸化炭素などの環境負荷を計算できるように設計された家計簿です。記入をしながら家計の節約が

でき、省エネルギー・省資源に取り組んでいただけるシステムです。家計簿には、いろいろな節約術

が載っています。また、１年を通して取組内容を県に提出していただきエコファミリー応援事業に参加

することができます。優秀世帯は表彰され副賞が贈呈されます。

　福岡県環境家計簿は、環境生活課でお渡しします。

----
----
--
--
---

----
----
--
--
---

----
----
--
--
---
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はぐく 

第３回 かすや子どもの日 

わ っしょいフェスタわ っしょいフェスタ
　粕屋町では、“子どもを慈しみ育む輪を広げよう”、“町民一人一人が子どもについて考える日にしよう”

という目的で、１１月第２土曜日を「かすや子どもの日」と制定しています。 

　今年度よりこの日を“かすや子どもの日わっしょいフェスタ”と銘打って、行政、ボランティア（わっしょい

ネットワーク）、子育て応援団、高校生など、地域で子育てにかかわっている有志の方々と協力して、連携を

図りながら、手作りの子ども祭りを行います。 

*** スローガン ***
子どもの未来はかすやの未来、大人も子どもも元気になろう 

日　時：１１月１３日（土）　午前１０時～午後４時 
場　所：サンレイクかすや 

子どもの日式典

・子育てボランティア感謝状授与 
・花火大会スケッチ画金賞表彰（商工会） 
・子どもサークル（ミニステージ） 
・子育てわっしょいネットワーク紹介 
・体操　　　　　　　　　　　　ほか 

おたのしみ
コーナー

・折り紙コーナー 
・読みきかせ 

プレーパーク

・飛ばして遊ぼう 
　　紙飛行機、シャボン玉 

たのしいステージ 

・保育士（太鼓、劇、体操、ミニバンド） 
・粕屋太鼓　ガイアの響 
・リズムダンス　　　　　ほか 

みんなであそぼうコーナー

屋外展示

消防車展示 
　 
 
 

パトカー展示 

フリーマーケット

・子どもの衣類、おもちゃなど 

ランチコーナー

・子どもの笑顔ポスター 
・小学生一言メッセージ 
・花火大会の絵（入賞作品展示） 

屋内展示

こども 
無料だヨ 

☆粕屋フォーラム <図書館>でもおはなし会を行います 

＜問い合わせ＞ 
粕屋町子ども未来課　☎938－2311 内線431・432 

15：00～ 16：00　<さくらホール> 

抹茶コーナー 
13：00～ 
<ラウンジ> 
(有料） 

・おもちゃ作り、ゲーム、木工、図書 

☆親子サロン…ミニステージ、パネルシアター 
　　　　　　　エプロンシアター　ほか 

13：00～ 15：00　<研修室・和室・幼児室> 

10：00～ 16：00　<エントランスホール> 

10：00～ 11：00 <多目的ホール> 

・キッズカフェ 
・カレー（材料費だけいただきます。） 
・パン、クッキー販売 

11：30～ 13：00　<屋外> 

１３日（土）～１７日（水）　エントランス展示 

11：00～ 12：00 
<屋外> 

10：00～ 11：30、13：30～ 15：00 
<屋外> 

10：00～ 11：30 
 <研修室> 

11：00～ 12：30 
<屋外> 
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